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ンポジウム 

 
7. 大島 信治 2024 年 7 月 「バイオ５製剤時代 IL‐５製剤の現在地」～メポリズマブを選択する

理由～ Mepolizumab Severe Asthma  Seminar～さらなる高みを目指した重症喘息治療～ 
 

8. 大島 信治 2024 年 8 月 重症喘息の病態とＢＩＯ製剤早期導入の意義 Severe Asthma Expert 
Seminar in Tokyo 

 
9. 大島 信治 2024 年 8 月 Case ｓｔｕｄｙ から考えるＢＩＯ製剤の選択 Severe Asthma 

Expert Seminar in Tokyo 
 

10. 大島  信治  2024 年 9 月  喘息の治療戦略～トリプル製剤をどう位置付けるか～  GSK 
Respiratory Web  Seminar 高みを目指した喘息治療の未来戦略 

 
11. 大島 信治 2024 年 10 月 肺炎球菌ワクチン再接種の意義 肺炎球菌/COVID‐19 感染症ファ

ーラム  
 

12. 大島 信治 2024年 10 月 喘息治療の現状と課題 多摩呼吸器疾患懇話会 
 

13. 大島 信治 2024 年 10 月 実臨床に潜む COPD 患者への新たな治療提案～健康寿命を見据えた
増悪を起こさない治療とは～ COPD 患者の健康寿命を考える会～肺の生活習慣病～ 

 
14. 大島 信治 2024 年 10 月 肺炎球菌ワクチン再接種の意義－高齢化社会を見据えて－ 第７３回

日本感染症学会東日本地方会学術集会 第 71 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会 
 

15. 大島 信治 2024 年 12 月 肺炎球菌ワクチン再接種の意義－高齢化社会を見据えて－ 第５２回 
ママドクターの会 

 



16. 大島  信治  2024 年 12 月  肺炎球菌ワクチン再接種の意義－高齢化社会を見据えて－ 
COVID‐19/肺炎球菌 Web  Seminar 

 
17. 大島 信治 2025 年 2 月 喘息治療への LAMA によるアプローチの可能性 GSK Asthma  

Web  Seminar 高みを目指した喘息治療の未来戦略 
 

18. 大島 信治 2025年 2 月 重症喘息の現状と課題 Severe Asthma Expert Seminar  
 

19. 大島 信治 2025 年 3 月 新規治療からみえてきた重症喘息の病態～TSLP の観点から～ UP 
STREAM in TAMA 

 
20. 大島 信治 2025 年 3 月 高齢化社会を見据えたワクチン戦略－肺炎球菌ワクチン再接の意義－ 

高齢者の感染症予防と治療について振り返るオンラインセミナー 
 

21. 大島 信治 2025 年 3 月 ＴＯＡＳＴをどう実臨床に生かすか ファセンラ発売７周年記念講演
会 in 多摩 

 
22. 大島 信治 2025年 3月 Dupilumabが拓くNew＆Better day 第１１回総合アレルギー講習会 

 
23. 太田 秀美 2024 年 10 月 看護師による誤嚥性肺炎患者に対する口腔評価 －OHAT を用いた調

査－ 第７８回 国立病院総合医学会 
 

24. 恩田 知昂 2024 年 10 月 スマートフォンにて単語のフリック入力が可能であった重度失語症の
一症例 第 78 回 国立病院総合医学会 

 
25. 加藤 貴史 2024 年 4 月 呼吸器専門病院での基礎・トランスレーショナル研究の取り組み 第

64 回 日本呼吸器学会学術講演会  
 

26. 加藤 貴史 2024 年 10 月 菌球形成を認めた慢性肺スエヒロタケ症の 1 例 第 78 回 国立病院
総合医学会 

 
27. 川島 正裕 2024 年 6 月 喀血に対する気管支動脈塞栓術に伴う大血管損傷合併症に関する検討 

第 47 回日本呼吸器内視鏡学会学術集会 
 

28. 川島 正裕 2024 年 11月 結核の治療～標準治療の意義とそのマネージメント～ 第 4回 基礎
から学ぼう結核症・抗酸菌症・真菌症セミナー 

 
29. 木谷 匡志 2024 年 4 月 症例検討会 病理コメンテーター 第 64回日本呼吸器学会学術講演会 



 
30. 木谷 匡志 2024年 4 月 病理解説 第 16 回 Juntendo MDD Conference 

 
31. 木谷 匡志 2024年 5 月 病理解説 第 17 回 Juntendo MDD Conference 

 
32. 木谷 匡志 2024年 5 月 病理コメンテーター 第 38 回びまん性肺疾患勉強会 

 
33. 木谷 匡志 2024年 7 月 病理解説 第 18 回 Juntendo MDD Conference 

 
34. 木谷 匡志 2024年 9 月 病理解説 第 19 回 Juntendo MDD Conference 

 
35. 木谷 匡志 2024年 9 月 司会・病理解説 Interstitial Pneumonia MDD conference in 立川  

 
36. 木谷 匡志 2024年 11 月 病理コメンテーター 第 39 回びまん性肺疾患勉強会 

 
37. 木谷 匡志 2024年 11 月 病理解説 第 20 回 Juntendo MDD Conference 

 
38. 木谷 匡志 2024年 12 月 病理解説 第 22 回若手のためのびまん性肺疾患勉強会 

 
39. 木谷 匡志 2025年 2 月 病理解説 第 21 回 Juntendo MDD Conference 

 
40. 木谷 匡志 2025年 3 月 病理解説 第 22 回 Juntendo MDD Conference 

 
41. 木谷 匡志 2025年 3 月 右肺腫瘤の 1 例(症例提示)  第 66 回呼吸器病理研究会 

 
42. 木村 麻紀 2024年 10 月 副看護師長の管理能力の育成 ー勤務表作成を通してー 

 第 78 回国立病院総合医学会 
 

43. 木村 麻紀 2024 年 12 月 副看護師長の管理能力の育成 ー看護師長昇任後の調査から見えたこ
とー 第 22 回国立病院看護研究学会学術集会 

44. 木村 麻紀 2024 年 8 月 小児専門病院に勤務する看護師のワーク・モチベーションの関連要因 
第 28 回日本看護管理学会学術集会 

 
45. 小池 京子 2024年 6 月 脳卒中発症後、代償手段の工夫によって再発前より ADL が拡大した一

症例 第 25 回日本言語聴覚学会 
 

46. 小佐井 惟吹 2024 年 10月 BA の起始・走行形態により外科手術を選択した気管支動脈瘤の一例 
第 8回喀血血管インターベンション研究会 



 
47. 佐々木 結花 2024 年 4月 Year in Review   感染症・結核学術部会 第 64 回日本呼吸器学会学

術講演会 
 

48. 佐々木 結花 2024 年 6月 教育講演 肺抗酸菌症の終末期管理について 第 99 回日本結核・非
結核性抗酸菌症学会 

 
49. 佐々木 結花 2024 年 6月 民公開講座 結核・非結核性抗酸菌症の診断と治療 第 99 回日本結

核・非結核性抗酸菌症学会 
 

50. 佐々木 結花 2024 年 5 月 特別企画 呼吸器内視鏡学会共同企画 肺抗酸菌症－今後も喀血患
者さんは減少しないー 第 53 回日本 IVR学会総会 

 
51. 佐々木 結花 2024 年 10 月 結核 UpToDate 第 73 回 日本感染症学会東日本地方会学術集会

総会、第 71 回日本化学療法学会東日本支部総会 合同学会 
 

52. 佐々木 結花 2024 年 6月 教育講演 NTM 症（肺非結核性抗酸菌症）に合併した 
CPA(慢性肺アスペルギルス症）における治療戦略 関東医真菌懇話会 
 

53. 佐々木 結花 2024 年 4月 特別講演 NTM 症（肺非結核性抗酸菌症）に合併した CPA(慢性肺ア
スペルギルス症）における治療戦略 神奈川県県央県西 CPA Forum 

 
54. 佐々木 結花 2024年 7月 肺MAC症の治療ー「見解 2023」のもたらすものー 奈良県肺MAC

症フォーラム 
 

55. 佐々木 結花 2024 年 8月 特別講演「2023 見解をふまえた これからのNTM 症合併慢性肺アス
ペルギルス症」 CPA Seminar in IBARAKI 

 
56. 佐々木 結花 2024 年 8月 教育講演 抗酸菌症を知ろう 呼吸器セミナーin 多摩 

 
57. 佐々木 結花 2024 年 8 月 特別講演肺 MAC 症の治療ー「見解 2023」は臨床に何をもたらし

たかー 佐賀県肺 MAC症WEB セミナー 
 

58. 佐々木 結花 2024 年 9月 特別講演 肺NTM症Up to date 症例デイスカッションを踏まえて 
仙台呼吸器感染症カンファレンス 

 
59. 佐々木 結花 2024 年 9 月 NTM 症（肺非結核性抗酸菌症）に合併した CPA(慢性肺アスペルギ

ルス症）における治療戦略 CPA フォーラム 



 
60. 佐々木 結花 2024 年 9月 なくそう、ふせごう、呼吸器感染症呼吸器感染症対策における病院と

クリニックの役割 呼吸器感染症予防週間 20243学会合同WEB 講演会 
 

61. 佐々木 結花 2024年 10月 特別講演 肺NTM症の診療―見解 2023はマイルストーンかー お
茶の水 NTM講演会 

 
62. 佐々木 結花 2024 年 10 月 本邦おける INH 耐性結核および難治性結核による治療困難例の検

証 難治性・多剤耐性結核に対する革新的治療法の開発とその提供体制に関する総合的研究 研究
発表会  

 
63. 佐々木 結花 2024 年 11 月 特別講演 肺 NTM 症の診療ーマネージメントを考えるー いのは

な肺 MAC 症フォーラム 
 

64. 佐々木 結花 2024 年 11 月 特別講演 肺非結核性抗酸菌症の治療—見解 2023 を見据えて— 
福岡肺 MAC症WEB 講演会  

 
65. 佐々木 結花 2024 年 12 月 Aspergillus症と NTM 症の共感染 第四回基礎から学ぼう結核症・

抗酸菌症・真菌症セミナー 
 

66. 佐々木 結花 2025 年 1 月 特別講演 肺非定型抗酸菌症を病診連携から考える 小平医師医師
会学術講演会 

 
67. 佐々木 結花 2025 年 2月 教育講演 抗酸菌症と真菌 国立病院機構東京病院第 22回結核セミ

ナー 
 

68. 佐々木 結花 2025 年 3 月 特別講演 肺 M.avium/intracellulare 症のパラダイムシフト～ 
ARIKAYCE® National Conference～ 

 
69. 佐々木 結花 2025年 1月 ランチョンセミナー アスペルギルス IgG 抗体検査について 第 36

回日本臨床微生物学会総会・学術集会 
 

70. 鈴川 真穂 2024 年 4 月 喘息コントロール質問項目と喘息アウトカムの関係における高齢者と
非高齢者の相違 第 64 回日本呼吸器学会学術講演会 

 
71. 鈴川 真穂 2024年 4 月 実臨床での重症喘息患者に対するベンラリズマブの効果に関する検討：

多施設共同特定臨床研究 Tokyo Asthma Study（TOAST）第 64 回日本呼吸器学会学術講演会 
 



72. 鈴木 純子 2024年 6 月 肺アスペルギルス症 診断と治療のＴips 第 99 回日本結核・非結核性
抗酸菌症学会学術講演会 

 
73. 武田 啓太 2024年 4月 潜在性結核感染症の治療 2剤併用療法の実際 第 64回日本呼吸器学会

学術講演会 
 

74. 武田 啓太 2024年 5 月 中枢神経結核 第 99 回日本結核・非結核性抗酸菌症学会学術講演会 
 

75. 武田 啓太 2024 年 11 月 中枢神経結核 第 4 回 基礎から学ぼう結核症・抗酸菌症・真菌症セ
ミナー 

 
76. 立川 貴子 2024 年 10 月 機能性発声障害 1 症例における音声治療効果の検討 第 69 回日本音

声言語医学会総会・学術大会 
 

77. 土屋 みのり 2024 年 12 月 看護師がミールラウンドを効果的に行うシステム作り 第 22 回国
立病院看護研究学会学術集会 

 
78. 中村 菜都美 2024 年 6月 発声困難から軽度非流暢型失語に改善した一症例 第 25回日本言語

聴覚学会 
 

79. 中村 菜都美 2024 年 10 月 注意機能低下を伴う失語症例の聴覚的理解低下に対する自覚の変化
について 第 78 回 国立病院総合医学会 

 
80. 深見 武史 2024 年 6 月 当院で手術を施行した成人気管支閉鎖症 12 例の検討 第 41 回日本呼

吸器外科学会学術集会 
 

81. 北條 大輔 2024 年 11 月 潰瘍性大腸炎術後に合併した骨盤内出血の 1 例 第 86 回 日本臨床
外科学会学術集会 

 
82. 北條 大輔 2024 年 12 月 潰瘍性大腸炎術後に合併した骨盤内出血に対して保存加療で軽快した

1 例 第 37 回 日本内視鏡外科学会 
 

83. 真柄 香 2024 年 10 月 呼吸器内科病棟における歯科連携の実態調査 第 78 回国立病院総合医
学会 

 
84. 峰岸 正明 2024 年 10 月 画像解析ソフトを用いた細胞数の定量評価 第 78 回国立病院総合医

学会 
 



85. 師田 瑞樹 2024 年 6 月 当院における肺非結核性抗酸菌症による有瘻性膿胸の治療経験 第 41
回日本呼吸器外科学会学術集会 

 
86. 師田 瑞樹 2024 年 6 月 6 回の動脈塞栓術を施行するも、 喀血を繰り返す気管支拡張症の 1 例 

第４７回呼吸器内視鏡学会学術集会 
 

87. 四元 拓真 2024 年 4 月 喀血を呈した気管支拡張症に対する肺切除の検討 第 124 回日本外科
学会定期学術集会 

 
88. 四元 拓真 2024 年 6 月 外科的治療を行った閉経前女性気胸についての検討 第 41回日本呼吸

器外科学会学術集会 
 

89. 四元 拓真 2024 年 6 月 肺非結核性抗酸菌症を合併した気管支閉鎖症の 2 手術例 第４７回呼
吸器内視鏡学会学術集会 

 
90. 四元 拓真 2025 年 1 月 治療に難渋した右続発性気胸術後再発の 1 例 第 18 回多摩呼吸器外

科医会 
 

91. 安田 和誠 2024 年 8 月 新たな配合変化表の作成とその有用性調査について 日本病院薬剤師会
関東ブロック第 54 回学術大会 

 
92. 安田 和誠 2024 年 10月 3剤以上を混合した新たな配合変化表の作成と薬剤師・看護師への業務

負担軽減調査 第 78 回国立病院総合医学会 
 

93. 岡 笑美 2024 年 4 月 間質性肺病変を合併した関節リウマチにおける抗アミノアシル tRNA 合
成酵素（ARS）抗体の役割 第 68 回日本リウマチ学会 

 
94. 岡 笑美 2024 年 10 月 関節リウマチ患者における間質性肺病変と血清抗ヘリコバクター・ピロ

リ抗体との関連 第 78 回国立病院総合医学会 
 

95. 吉田 幹宜 2024年 10月 電子処方箋導入に向けた薬剤部の取り組みと実際 第 78回国立病院総
合医学会 

 
96. 近藤 直樹 2024年 7 月 「院内製剤の調製及び使用に関する指針」の一部改正のポイントと運用

にあたっての留意点 第 7 回日本病院薬剤師会 Future Pharmacist Forum（WEB） 
 

97. 近藤 直樹 2024 年 11 月 治験・臨床研究（育薬）への薬剤師の役割と期待 第 34 回日本医療
薬学会年会 



 
98. 近藤 直樹 2025 年 2 月 使用成績調査に関する医療機関の実施体制の調査および医師・薬剤師

への意識調査 第 16 回 日本臨床試験学会学術集会総会 
 

99. 古川 宏 2024 年 4月 :日本のリウマチ性多発筋痛症の疫学的特徴 第 68 回日本リウマチ学会 
 

100. 五十嵐 彩夏 2024 年 10 月 喘息患者 Th2 細胞における ZFP36 ファミリー発現低下はサイト
カイン産生と接着分子の発現を増強する 第 78回国立病院総合医学会 

 
101. 後藤 歩実 2024 年 10 月 看護師によるステロイド投与患者に対する口腔評価－OHAT を用

いた調査－ 第 78 回 国立病院総合医学会 
 

102. 小関 遥香 2024 年 8月 薬局対応型疑義照会事前同意/プロトコール及び院内対応型疑義照会
簡素化プロトコールの運用状況調査 日本病院薬剤師会関東ブロック第 54 回学術大会 

 
103. 小林 勝利 2024 年 10 月 ホスピス緩和ケア協会関東甲信越支部 薬剤師交流会（メーリング

リスト）の立ち上げと活動について 第 6回日本緩和医療学会関東・甲信越支部学術大会 
 

104. 植木 大介 2024 年 6 月 irAE(免疫関連有害事象)について .第 5 回北多摩北部がん薬剤師連
携の会合同勉強会（WEB） 

 
105. 植木 大介 2024 年 10月 関信地区国立病院における薬剤部科対象の タスク・シフト/シェア

の調査 第 78 回国立病院総合医学会 
 

106. 植木 大介 2025 年 3 月 レジメンチェックシート導入前後の介入内容の変化、意識変容につ
いての検討 第 22 回日本臨床腫瘍学会学術集会 
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